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令和 2 年 9 月 15 日発行     TEL (077) 528－2680 

大津市農業委員憲章（抜すい） 
大津市農業委員は 

一 農業・農村・農業者の代表者として、新基

本法農政の推進に努め、市民の期待と信頼

に応えます。 

一 食料の自給率向上のため、適正な農地行政

に努め、優良農地の確保と効率利用を進め

ます。 

一 意欲ある担い手を育成確保し、望ましい農

業構造を実現するため、農用地の利用集積

と集団化に努めます。 
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こ
の
度
、
第
二
十
四
期
大
津
市
農
業
委
員
会
委
員
十
八
名
が
大
津
市
長
か
ら
任
命

さ
れ
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
二
十
四
名
が
農
業
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。 私

は
、
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
農
業
委
員
各
位
の
ご
推
挙
を
頂
き
、
会
長
の
大
役

を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
橋
本
で
す
。
農
業
委
員
会
を
代
表
し
て
一
言
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

わ
が
国
の
人
口
は
二
○
○
五
年
に
戦
後
初
め
て
の
減
少
と
な
り
、
今
後
長
期
に
わ

た
っ
て
人
口
が
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
農
業
労
働
力
は
脆
弱
化
の
進
行
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
業
の
分
野
に
お
い
て
は
、「
担
い
手
へ
の
集
積
・
集
約
化
」

「
効
率
的
・
安
定
的
な
農
業
経
営
」「
強
靭
な
農
業
構
造
の
確
立
」
を
目
指
す
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
農
村
地
域
で
は
人
口
の
自
然
減
や
流
出
、
高
齢
化
の
進
展
に

よ
り
、
様
々
な
役
割
を
担
う
農
業
集
落
の
活
動
に
影
響
が
及
び
、
農
業
の
多
面
的
機

能
に
深
く
関
る
地
域
資
源
の
保
全
管
理
が
困
難
に
な
る
と
と
も
に
、
中
山
間
地
域
を

中
心
に
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。 

本
市
は
、
北
部
及
び
南
部
地
域
に
圃
場
整
備
が
実
施
さ
れ
た
自
然
豊
か
な
優
良
農

地
が
あ
る
一
方
で
、
中
山
間
地
域
の
勾
配
の
急
な
農
地
や
、
市
街
地
に
点
在
す
る
農

地
等
、
効
率
的
な
作
業
が
で
き
な
い
農
地
も
多
く
、
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
集
落
の
皆
様
方
が
話
し
合
い
、
五
年

後
十
年
後
の
農
地
利
用
を
考
え
、
地
域
毎
に
そ
の
特
性
を
生
か
し
て
「
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
」「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
」
を
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
す
。 

か
け
が
え
の
な
い
農
地
を
守
る
た
め
に
、「
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
や
解
消
」「
担

い
手
へ
の
集
積･

集
約
化
」「
新
規
参
入
の
促
進
」
等
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
農
業

委
員
会
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

多
く
の
難
題
が
山
積
す
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
農
業
者
の
皆
様
方
の
声
を
行

政
に
届
け
、
安
心
し
て
農
業
を
継
続
で
き
る
農
業
政
策
の
実
現
の
た
め
に
、
農
業
委

員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
一
丸
と
な
っ
て
業
務
に
精
励
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

 

   

大
伴 

 

四
郎
左
衞
門 

 

 

 

 

 

 

 

発行所（一社）全国農業会議所    

◆購読料／月額７００円 

（消費税・送料込み） 

◆発行日／毎週金曜日（月４回） 

全国農業 
農家の思いを伝え 

農業・農村の 

「未来」をともに 

考えます。 
 

役員委員紹介（副会長） 

新聞 


